
設置者

　住　所

　氏　名

記

1

2 郵便番号 住所

3

郵便番号 住所

郵便番号 住所

6 令和 7 年 4

7 令和 8 年 4

育成室 78.55 ㎡ 1.96375 ㎡

40

2 名 4 名

0 名 3 名

21:00

8:00 から 21:00

10

11

12

35

35

0

6

5

5

15 令和 9 年度

16

※１　支援単位が２つ以上となる場合は、第１号様式乙に記載ください。

直接契約の有無（民設民営の場合のみ） 有

17 利用料

月額 5500～11000 円

協議書提出有無 （月額利用料14,000円を超過する場合）

多様な遊びや体験活動の実施有無 有（別紙様式２のとおり）

東京都福祉サービス第三者評価受審有無 有 受審予定

学童クラブ外部からの搬入（保護
者会等による手配）（春季休業期間の全日数）

14 活動内容

児童の意見を聞く場や機会創設有無 有（別紙様式２のとおり）

学童クラブ外部からの搬入（保護
者会等による手配）（夏季休業期間の全日数）

有 冬季休業期間

日間提供

提供方法
学童クラブ外部からの搬入（保護

者会等による手配）（冬季休業期間の全日数）

有13 長期休業期間中の昼食提供

有 夏季休業期間

日間提供

提供方法

春季休業期間

日間提供

提供方法

国庫補助の有無 有

職員の勤務条件や賃金体系の策定有無 有

職員の資質向上のための研修計画策定有無 有

9 開所時間

平日 放課後から 　まで

土曜日・長期休業期間 　まで

名

職員体制

放課後児童支援員（常勤） 放課後児童支援員（非常勤）

補助員（常勤） 補助員（非常勤）

学童クラブ事業開始年月 　月

認証学童クラブ事業開始年月 　月

8

支
援
単
位
ご
と
の
状
況

（

※
１
）

グ
ロ
ー

バ
ル
ロ
ケ

ッ
ト
ス

ク
ー

ル
小
川

専用区画面積 （児童数で按分したときの１名あたりの面積）

児童数

 竹村由賀子

5 運営主体

名称  株式会社モシーモ 

住所 〒104-0045  東京都中央区築地７丁目２−１３ RINGOビル

代表者 竹村由賀子

設置・運営形態 民　設　民　営

4 設置主体

名称 株式会社モシーモ

住所  〒104-0045  東京都中央区築地７丁目２−１３ RINGOビル

代表者

 株式会社モシーモ　代表取締役社長　竹村由賀子

　東京都認証学童クラブ事業実施要綱第５章１（１）①の規定により、下記のとおり申請します。

学童クラブ名 グローバルロケットスクール小川

学童クラブの所在地 187-0035 東京都小平市小川西町３丁目８−１５ 財満ビル２階

第１号様式甲

令和8年5月17日

東京都認証学童クラブ設置申請書

東京都知事　　殿

東京都中央区築地７丁目２−１３ RINGOビル



別紙様式２

１　児童の意見を聞く場や機会の創設

２　多様な遊び及び体験活動

10 回

4 回

３　要件

児童の意見を踏まえた内容と
なっているか は　い 「参加する」「参加しない」を児童が選択できるか は　い

「地域の文化等に触れる体験」

①地域保育園と保育体験：地域の小中高生の職場体験機会・育児体験を実施。
地域の園児とふれあったり、保育士の仕事の一部を体験したりすることで、社会勉強と人間形成
に役立てることを目的としています 。
②地域保育園合同避難訓練を開催
③お正月：福笑い・子どもお手製のけん玉
④地域の公園への遠足
⑤FC東京の練習場や寮があることから、サッカー・フットサル体験実施。

「自主学習」 毎　日 登園後、学習時間を設けそれぞの課題に応じ、学習をしている

「児童の意見を反映させた行
事」

①お買い物体験会：先生が設定した範囲でおやつを選ぶのではなく、自分で学童の仲間
と一緒に好きなお菓子を選びに行きたいということで実施しました。
②節分　イベント内容を生徒が考え、鬼の顔を書いて切り取りボール投げをするやその
仕組み、ルールを自分たちで計画・実施した。
③進級遠足（学年が変わるタイミングの遠足を生徒の意見を聞き実施）
④4月1日レク（1年生を迎える際のイベントを、上級生と話し合い実施）
⑤夏祭り：自分で夏祭りの出し物を発案・子供用計画書を作成・予算を自分たちで建て
る。材料費など収支を自分たちで計画

「身体を動かす遊び」 毎　日 ドッジボール・サッカー・バスケ。体を動かすスペースが室内にあり。

「製作活動等」 毎　日 折り紙や段ボールを使った工作。段ボールハウスづくりなど。

活　動　内　容　の　詳　細

第１号様式における多様な遊びや体験活動については、下記のとおりです。

記

具体的な内容

サークルタイムという時間を設けて、自分たちのやりたいことを話す時間を設けている。イベントを中心として生徒が参加する機会を
意識的に設けている

項目 実施回数 具体的な内容


